
てんし ゃ せん

である。 トロリーシューが通過しやすいよう，電車線を把持す

る I UI線イ ー ヤを常に垂直にお く ために，片方の長い腕の角度を

変えて制盤できるようにしてある(写災-37) 。

(3) カープセタ・メントま Tょt主カープラ γナー (curve seg 

ments or curve runner) トロリーパスの 51返し場所または111

郎総の反転場所などの， 電車線路の向車lHillに使用されるもので

ある。 トロリーパスは軌条上を一定の円弧を画いて走行するも

のではないので，トロリーシューの通過を円治にするため，電

車線路の曲線部分における多角形の頂点をできるだけ大きな円

弧とし，緩和 IUI線をもたせるのにラ γナーと称する鉄製のパー

を用いる。現を使用されているものは 写真ー38 ・ 39 ・ 40 に示すよ

うに，上告I1のフラットプレートによりラ Yナーの円弧を調整し

たものと，写工L-41 のようにア γグノレの下部にイーヤを取付け

て也事総を円弧にするものとがある。

(4) 'i'rt気フロッ グまたは可動フロ ッグ (el ectric flog or mov 

able flog) トロリーパスの電車線路分岐箇所に使用される可

iTÿJ式のフロッグである。路間施Ilïは il坑条の分岐によりトロリー

γ ューを誘導するが 1 ロリーパスは従事線路でトロ リー γ ュ

ーを誘導する必要があるので，軌条の転鰍告告のように 7 ロッグ

の尖端(せんたん)を直線方向と分岐方向とに，11i:磁式により可

動させるようにしたものである(写真-42) 。 電気フロッグの自

動繰作には図々に示すよ うに 3 方法があり ， 上図と中図は，

分岐してゆくトロリ ーパスがセクショ γの中でノッチを入れる

と，電気フ ロッ

グのマグネット

コイノレを経て，

トロリーパスの

モーターに電車

線電流が流れる

ので，このとき

電車7 ロッグの

尖端は分岐方向

へ開通する。直

進のトロリ ー パ

ス fì.セク'/ョン

の中ではノッチ

を切って通過す

るのである。下

図は一極のトロ

リーコ :/!J クタ

ーを利用したも

ので，分岐する

トロリーバス iJ\

分岐方向へ偏僑

しながら， トロ

リーコソタタターを通過すると， トロリー γ ュ ーのねじれで従

事総主コンタクターがシューを通して篠触するので，覧車線電

波により電気7 ロッグのマグネットコイルが動作して ， フロッ

グの尖端が分岐方向へ開通するのである 。

(5) 絶縁クロッ γ ング (insu l ated crossing) タロッ γ ング

は電車線路の交差箇所に使用される装置であるが， トロリーパ

スの 'irt "IJ:線路は架空複線式であるので，その交差には陽僚と陰

1混とのg~僅が交わる。また架空単線式の路間11i:Jドその他の電気

鉄道との平函交差に対しても問機に具極の交差となるので， い

ずれか一方を絶縁する必嬰がある。ここに絶縁クロッ γγグを

使用するのである。絶縁クロッシングには集電子通過の際， f:tt 

2. 電気フロッグの自動操作方法と極頬
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事ílt昔IEをしゃ|析するものとしぞ i析しないものとあり，前者は

写真-43 のように路面憶幕府可盤型のものとほぼ同様で， 1走者

はビ ュ ー ゲノレ使用の電車線路とトロリーパス電車線路の交差に

用い， 写真-44 のように一極の木崎を逆にした形で， 一方は木

錨の上部内{llIJ中うたにトロリーパス用電車線を取付けて ， トロリ

ー γ ュ ーが通過し， 他方は F部両官IIJの縁にそってスラ イ ダ ー を

取付けて， ピューゲノレ用電車線を接続するので， 木樋の版だけ

電車線は切れていても斜交差であるから，通過の際 ビュ ー ゲノレ

で雨スラ イダー を短絡するので，電気的に接続されるのである。

両方の電車線は木樋の深さだけ上下に， 絶縁されているので立

体交差絶縁フロッグともいう。

(6) ウッドストレー γ インシュレータ (wood strain insuｭ

lator) Illl線的所で，カーブセグメ γ トまたはカーブラソナ

ーを使用する場合，円弧部分の線開E巨断tを常に一定に保持する

と悶 11寺に絶縁するため使用されるものである(写真ー45) 0 (百Iì品

海平)

てんし 伊 せんせ っ しょくき 電車線接触器 (~) trolley 

contactor この接触総は電車線に取付ける一極の開閉ititであ

って，電車のパ γ タグラ 7 ， ビュ ー ゲノレ ， トロリーポーノレがこ

の下を通過することにより電気的接点を閉じ電気回路を構成

するものである。 トロリーコ ン タ クタ ー・ 架空線接触法ともい

い軌道l司路が使用できない市街路面電車のような鉄道が， 信号

機および転鰍(てんてつ)協などを自動的に操作するために用い

られるもので， その .fill類もつぎのようなものがある。

l パンタ グ

ラフまたはピュ

}ゲノレ iJ\ トロリ

ーコンタクター

の下を通過する

とき，スライダ

ーを判1上げて電

気的妓点を作る

もの(写真ー1) 。

1 電車線接触昔話

2 パンタグラフまたはビュ ーゲ

ノレがトロリーコ γ !JJ;l!J ーの下を通

過するとき，ハンドノレを進行方向へ

il11上げて電気的接点を作るもの(写

真ー2 ・ 3) 。

3 トロリーポーノレが通過すると
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3 電車線接触総内部

てAのトロリーコンタクターのシューをj1jI上げて， 市気的接点

を 1'1' る。これにより抱気は惟淑の (十)から A トロリーコンタタ

ターの按点をi湿り ， マグネットコイルの右を経て， 電波、の (ー)

に帰る。このときマグ不ットの接点は右側の点線の方に引かれ，




